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　　　　　　　　　　　銀河星置より算出した銀河の回韓

　銀河中にあって；IOO（，光年乃￥．　11000光年の距離にある29個の散開星團が，銀経21）6。

から311までに分布してみるのを利用して，ヘイフオドP・Hayford氏は銀河の回韓

を研究した・結論は

　（1）銀河は確かに西へ廻鯨してみる．

　（一））廻轄の中心は銀経333。の鮎である・

　（3）太陽から此の中心までの距離は6（）00光年乃至10（｝（）C）光年ぐらゐ・

　（4）蓮）・占．嗣星Fこ‘まK項オ｛ノ」、さ）㍉

　（U）星團運動の不規則は少ない・

　（6）星空カルシウム線が若し銀河の回韓による墾移を現はしてみるとすれば，此の

　　ガスは個々の星よ9寧ろ太陽系に近いものである．

　　　　　　　　　　第賂級以上の外方鍛河の調査

　米國11arv；u’d　Coilege天女棄IL　Shapley及A・Amcs雨氏は同天文盗にあるPati，）1

Can）eraの乾板上に於いて光度1；：級以上の外方銀河の光度，直裡，類型等を調査し，目

引として躍れを製表した・中に含まれる銀河は線計1249，全天にわたり，其の分布を

示す圖も鍛枚添えられてみる・志んど其の大部分はDreyerのN・G．C・及びLC．にあ

るもので，只11個が新種のもの，他にマゼラン雲を2個加へてるる．Rejnmuth氏の

1｛erschel星霧炎〔v｛tr6ffentlichung　Kδnigstuhl　g，（lg26）〕及びJ．　A．　Hardcastle氏の

表〔M・N・S4・698・（lc）・13）〕及Mt・Wilson天文皇の諸研究と比較してみる．光度は天

の各部のL選揮面積「の標準と比較し，國際光度で表はしてみる・全吸のうち，701個

は歯形，217個は儲圓形，29個は不規則で，78個は不明．今後の研究により恐らく全

数の芸は渦形だろうと云ふ　分布は，天の河以外に多く，距離は1億パ1セクに及び，

待に天の河附近に多い傾向は無い・空間分布は可なり不規則であるが，李均密度は

10一：’n〔グラム！立．方センチ〕で，6・4＞（101t；立方・qセク毎に一つの銀河がある割合で

ある・〔ILA・87，　N｛，・2（lg32）〕

　因みに，9等級以上のものは
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符朧赤鼠（1950）赤緯銀纒銀緯　光度獲差 直　　径　類型準櫨

NGC　55
h　　m
n12．5　－39。30！ 295。一77。 7．8：　2　2－3 25！0　3ノ⑪ s K：

224 40．0　＋41　0 89　－20 5．± 160．　40． Sb H
221 040．0　＋4036 89　＿22 9．5　－4　】　2 2，6　2．1 E H
253 45．1　－2534 工00　－88 7．01　1　1－2 22．0　　6，0 Sc H，a

SMC 50　　－73 269　－45 1．5一 216．　216． 1 a

598 131．1　＋3024 103　－31 7．8　＿4　2　2 60．　40． Sc H，C

1．MC 526　　－69 247　－33 0．5 432，432， 1 a

3031 951．5　＋6918 108　十42 8．9　－1　1　1 16．　10． Sb H．C

3034 51．9　＋6956 108　十42 9．4　－1　1－1 7．0．1．5 1
凪C

3115 10　2．8　＿728 216　十38 9，8　　4　0＿3 40　】．0 E H
3627 1117．6　＋1317 211　十65 9．9－2－1＋4－2 8．0　　2．5 Sb H．C

459《 1237．3　－1121 268　十5工 8．1　－1－1　1 7．0　　1．5 Sa II，C

463ユ 39，8　＋3249 98　十84 9．6　－3　3＿ユ ユ2．0　工2 Sc 11，C

4736 48．6　＋4123 86　十76 9．0　－5　0＋5 5．0　3，5 Sb H，C

4826 54．3　＋2147 296　十82 8．Ol－5　0　5 8．0　4．0 Sb H，C

4945 13　2．4　＿49　1 273　十12 9．2＝一2　3　0 11．5　2．0 S a

6128 22．4　－4245 2ア8　十エ8 7．2：一2－2　3 1LO　　8．0 1 a

5236 34．3　－2937 284　十32 8．0：　0　60－5 10．0　8，0 Sc H，C

5457 14　1．4　　5435 67　十60 9．0　＿2　0　ユ 22．　22． Sc H，C

7793 2355．3　－3251 330　－78 9．7　　3－2－2 6．0　　4．0 S K

　　　　　　　　　　下合から二日後に金星を見る

　金星は去る1932年六月29日5時（グリ＝チ時）下合となったが，濁國SonnebergのN，

Richter．氏は口径60mm及び135mm（倍率110）の小型望逡鏡で，七月1日14時に非常に

細く美しく輝やく金星を見たと報じてみる・此の時，金星は太陽より西へ4・00，南へ

3・。4で，太陽中心からは5・。2の距離にあったが，三日刀形のHornは240Q印ち圓周

の三分の二にも達してみたといふ，〔A・N・5892〕

　　　　　　　　　　　昔，一彗星が地球に衝突したとの説

　昨1932年末，米國Atlantic　Cityで理學促進協會（A・A・A・S）の総會が開かれた臨

同國Oklahoma州立大恥教授F・A・Melton（地質學者）と同W・Schriever（物理學

者）と二人協同で聾表した一論文は世の人々を驚かせた・溢れは約＋萬年乃至百萬年

以前に，Halley彗星よりも大き）・一彗星が我が地球と衝突したらし）・とv・ふのであっ

て，其の謹擦は，米國太西洋岸　（沿ひ，Virginia州Nqrf・llc’市からSouth　Car・1ina州
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の南境．Savannah河までの問に，敷百マイルにわたって存在する回状隔浸を，1931年

6月と1932年8月とに，飛行機爲眞によって撮影し其れを研究した結果である・大小の

陥没地が分布してみる面積は約四萬回方哩で，個々の隅浸は直径藪眠から2哩までの

ものがあって，形は美事な楕鋭形で，其の長軸は皆西北から東南に向ひ，縁は東南部

が高く，叉，楕圓寧は大形のものぼど大きく，縁は二重や三重のものもある．此等の

隔浸は，地質年代上，少なくともとPleistocene期のPamlico　Terrace同時期らしく，

1’leiocene期のWaccamaw　F・rmati・nよりは若）・・全面積には隔没個所が1500以上も

知ら才し，小さいものを加へると，恐らくは3000r．も達するだろう・思ふに，彗星は幅

400哩，長さ630哩にも旗がり，全部で19萬卒方哩の面積を占め，其のうち4萬方哩だ

けが海岸に現はれ，他はPiedm・nt高原やAPPalachian山脈や海中κ：も及んでみた

のであろうが，何ぶん1百萬年も以前のものなので，既に風化したものも多かろう・

〔＝ウヨ1ク。タイ．ムス，ユ932年12月20日版〕

　　　　　　　　　　地　　表　　の　　動　　揺　？

　昨年末，同じく米國A・A・A・S・総會で、N・Y・州Tuxido　I）arkの1・oomis　Labora「ory

のA．L．　Loomis氏と，　Perkins天衣塁長H・T・Stetson氏とが協同登表した所によ

ると，Washingto「iとGreenwichとの南天丈豪で襯測した正確な時刻の放神を比較研

究の結果，時にはO・s1にも及ぶ差違が見付けられ，ヌ．，月の影響による錯直線の偏

差も可なIJ大きくて，忙して負れが月の直接の引力作用でない，恐らく畏れは潮汐作

用のため英米雨國が1日（刃の出浸の1日印ちLunar　Day）のうちに63眠も伸縮するも

のかと思はれる・衙ほ其の他にも，Kennelly－Heaviside暦が，潮汐のため高低するら

しい事も認めらオしる．

　　　　　　　　　　　Millikan射Comptonの論孚

　昨年白米國Atlantic　Cityで開かれたA・A・A・S・総會では，宇宙線に關し，　Millikan

博士と　Cempton博士とが激しい論孚をした・Millil〈an氏は，1925年以來，字宙線の

狡見者であって，氏は宇宙線が，大宇宙の空間で行はれる物質創造のために起る極端電

波であるとの説を持ち，熟力學の第2法則の原則に反抗してみるわけであるが，C・m－

pt。n氏や其の他の物理医者等は，もっと保守的に，此の宇宙線は地球の上層大氣申か

ら來る帯電粒子であると目張する・日置が何れも，襯幽しつエあるものは微粒子の作

用であるが，読の別れる黒占は，此の微粒子が直接に「宇宙線」其のものであるか，或は

之れは「宇宙線」の作用によって大氣中に作られるものであるかといふに臥すると思は

れるから，研究が奨めば，案外此の二郷は調和されるかも知れない，

　　　　　　　　　　星は何故輝やく？
太陽や一般の恒星が永久に脚光する理由としては，英國のSir∫ames　H．　Jeans氏



148 天界新智　識

が，以前から「物質の完全な三門」によるものとの説を唱へてるる1・氏によれば，星兜

中では物質の原形である電子（electron）と陽子（proton）とが完全に中和清失して1其

のエネルギが光熱として登散するのであって，例へば，太陽は毎秒4200000トンつつ

物質が清滅して輝やきを保ってるることとなる．

　最近米國の　H・N・Russell敏授（Pr三nceton大學）は，上記のJeans．氏の設を批

評し，若し其れが眞とすれば，幾百億度といふ高温を要し，街ほ，登散する光熱は二

三より遙かに多くなる筈であると難じ，　こXに自ら一新設：を提唱するに至った・RU・

ssell氏は，出ての物質が水素から作られるものとし，電子と陽子とが結合する時，幾

部分の質量はエネルギとなって螢散するものであって，計算によれば，熱量：1ポンド

は岩石三千萬トンを溶かして白熱の溶岩とするに足る．昨年neutronとLt・ふ新量：子が．

登口されて聞もなく，濁國のHeisenberg氏が提唱した如く，原子核が陽子と申性子

との結合によるものとすれば，申性子が一つの陽子を探り込む時に，原子は攣り，質

量の一’部は熱や光となって失はれるのであって，若し，由るガスが，普通の天艦申に
多．

ｭ存在する水素酸素窒素炭素等から出來てるるとすれば，温度20000000。位の天櫨

から充分に観測と一致する程度の光熱を登散することとなるといふのである，

　　　　　　　　　　　　冥王星の軌這と質量

　今世紀の大敦獲である冥王星PLut。の軌道は，米國Lick天丈豪のE・C・Bower

．氏によって最も徹底的に研究せられ，L・0・B・14，189；15，35；171；16，31の口論丈に

績刊されてるる・今日では，1914年から1931年まで，前陵7年間の観測を基礎とし，下

の如き擶圓軌道要素が最も合理的とされてみる・

　　　　　　　　　Barycentric　Elements　XIX　of　Pluto　（1900，0）

E＝　19，　30　Sept．　20，　G．　C．　T．

　　2426240，　J．　C．　T．

r　＝　1989　Oct．　O．0344

1≡罪講2｝一
｛1　＝　29．691898，　A．U

e　＝　O．2486438

　　P　＝＝　248．43015，　Trop．　Y．

　　a　＝＝　39．517738

　　p　＝＝　37．074604

　　y　＝　o．eoO39675028

kゾ1’110　＝　0．0172021504

　　　．．　O．098561062

　冥王星の質量は，光度から見て融々海王星の衛星Tritonと同じく，地球の0・06乃

至0．Ocj〔Pub．　A・S・P・（1931）261〕と思はれるが，確かで無）・・多分地球の十分の一

ぐらみなものか？

　　　　　　　　　Yale大畢天女蔓聖心出張所の桓星学差観測

　1925年來，南阿∫ohannesbungに於けるYa】e天文毫出張所で襯測中の恒星視差の

結果は，第7報がA．　J，983に螢表された・星は第258星から第305星まで48個で，中
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にSiriug．，Antares，　Altair等の一等星もある・覗差の公算誤差の亭均は0！！0071であ

る。

　　　　　　　　　　　　太陽訟訴とラヂォ

　太陽黒黒占の田面が地球壮語やオ1ロラに甚だしく影響することは以前から知られて

みるが，ラヂオ濾過の成績にも著しく現はれることは1926年以來米山のG・w・1’icl〈一

町d，H・T・Stetson等｝（よって研究されてるる・Stetson氏は米國Perklns天文墓長

で特に此の研究のため全米のラヂオ專問家と協同研究してみるが，近着報によると，

黒鮎の多い時にラヂオ波が弱くなることが確かめられ，今後は，此のラヂオの試験か

ら逆に太陽黒黙の豫言が出來るまでに至るらし）・と．〔H・T．Stetson著，　Sun－spots

and　Radis　Reception　（19，　32））

　　　　　　　　　　　Kiess彗星（igllb）の訣定的平信

　19U年7月6日米國Lick天St，毫の窺興瞬断によりC’C・Kliess氏が側見した此の彗

星は，同年9月20日まで世界各地で観測され，其の数約650に達してみるが，SyraCUSe

大學天文奎長H・A・Peck氏と　L。uis　Lindseアと二人協同で決定的直通を計算し，

此のほどLlndsey氏の名で登表された．渦動は木星と地球の影響のみを計上した・

此の彗星は昔1790年1月9日rc　Car・line　Herschelに盗見され，同21日まで4回観測さ

れた17901彗星の軌道と近似してみることが報告前から注意されてるる．〔A・∫。983〕

近日黒占通過T
近日黒占弓1数　　ω

昇交黒横経Ω

軌道面傾斜i
近日瓢距離

離　心　率

公車專週期

Iglib彗星の稽圃軌蓮

ユ911年6月30日155359

ii熱熱脚）
O．683597
0．9，　9，　or5tl　l

1093年

17goI彗星の拠物線軌蓮
　　　　　　ロ
1790年1月16．79688
114。　25！　11ノノ

17L，　，50　OS

lor　O　15　53－

O．747；136

JACOBY激授逝く

／　（179，　O．O）

　魚期New　York市C・lumbia大凶天文學名山敢授Har・ld　Jacoby氏は長らく病躯

であったが，去1932年7月20　Hに逝去した．享年67歳・氏は1865年　New　Y（）rk市に

生れ，1885年Columbia大學卒業，1890年に南亜Gape天文肇員となり，1894年Co－

lumbia大學天丈學助教授となり，1904年敏授となった人で，故Lewis　Rutherfundが

死後Columbia大學に逡された多くの天髄丁田原板を研究して，其の板上の星の位置

を精密測定し，大に學界に貢献した，19ユ5年に氏はAstr・n・111yと題する一敏科書を

著したことは廣く知られてみる・氏は1929年に退劃した．
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　　　　　　　　　　　　　　　Goodaere　Hsif

　英國のアマチュア天文家Walter　Goodacre氏は，1929年，其の屡するBritish　Ast－

ron・mical　Ass・ciationに金若干を寄附し，其の利息を以って，2年乃至5年毎に，天丈

學上の効績ある人に賞金を贈興することを提議し，學會は喜んで之れを受納した・而

して第一回賞は1930年T，E・R，　Phillips鰍こ，木星面の槻察研究等1（つ）・て金牌と

£20を贈ったが，昨1932年にはB・A・A・會の太陽部長；A・M・Newbegin，氏にi匂し，

紅焔其の他の観測研究に關して，同様に金牌と金員とを贈った．

　　　　　　　　　　　流塁観測隊の報告
　さき1（来國Harvard大回天文塁からATi・・na州の高原，高さ10300眠の所へ，特に

流星観測のため派遣されたS・L・Boothroyd氏等の報告によると，総計二一萬の流星

を見，街ぼ，21時間の観測中に二三三二の流星を396個見たが，其の三分の二は6時

間に現はれたものである．此等の望蓮鏡的流星の速度は毎秒200－300キロぐらゐであ

ると・

　　　　　　　　　　　天文蔓相互の同盟協納

　四竹Texas大學とchicago大學とは故william　J・McDonald氏の遺産串840，000

を以って一i新天丈塁を創立し，≧れを協同経螢することを登表した・i嚢長は現Yerkes

天文子骨Otto　StrUve氏が兼ね，器械は口径80吋（200糎）の反射帯解鏡を主とする由，

ヌ．，揚所はTexas州Davis山下の一高…峯を選んだ・

　禽ほ，Ohio　Wesleyan　Universityの附薦であるPerkins天文i藝も1此の不ロ．，　Yerkes

天文垂と同盟を結び，圭として分光襯測のため，Perkins天丈塁所有の69吋（175糎）

大反射鏡を爾天女垂のメムバiが協同使用することに決した・

　こうして，有力な天文壼が同盟關係を結んで，設備と入とを自由に活動せしめるの

は，蓋し三界の新傾向である．既に藪年前から，オランダのLeyden大回天丈塁と南

亜．Union天目塁とは此の同盟の實を暴げつxあるし，ヌ．我が日本でも花山天丈墓と．

倉敷天文垂との關係は之れに近い・

　　　　　　　　　　小遊星（220）Stephania再降納さる

1881年五，月に三見され，1週間ばかり二三されただけで，其の後全く行方不明とな

り，殆んど二二と思はれてるた小遊星（220）ステフアニヤは，昨1932年十月18　Bドイ

ツのライスG・Reiss氏が襲見した1932　UA星と同一であることが最近G．　Stracke氏

によってR・r・700に登表された．そして，以前に1927SD星と（220）とカlc同一であ

ると思はれてるたのが談りであることが報ぜられた．

　　　　　　　　　　小遊星ニウス」却々
昨1932年春Reinmuth氏が饗見した1952　HA星は軌道が小さく，近日黒占が金星よ
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りも近くなる（殊に，躍る年には金星とO．ooogeq位郎ち34000里にも近づく）等のため

に有名であるが，濁國のS　tracke　Kは四月27日から五月1「）　Bまでの襯測から次の如き

軌道要素を算出した、〔A．N．5919〕

元期

　M
　tll

　gb

　終

1932年4月25・0日（U・T・）

31go　59！　0工．ク60

1932年　7月07．5日

　3，40　29t　18．1194

1958。ク6CO5

環1謄il｝一）

a　1．4860743

PL8116年
　E・Delporte．氏は昨年饗見した1952EC星帥ち（1217）を，故Max　wdf教授追憶の

ためMaximilianaと命名した．」又K・Reinmuth氏は1924　QM：星．郎ち（10玉8）を，

“Naturwissenschaften”誌編輯者Arnold　8erliner氏の誕生70回記念のため，“Arnoida”．

と命名した・〔A・N・5919〕　　　叉，故中村要氏が1931年6月8日に登見した小遊星

1〈“　asan　6は今回tgsi　LEといふ假名が附せられた（R・1．703〕

　　　　　　　　　　　金星と水星のスペクFル

　米國Wilson山では垂長W・S・Adams氏等が昨年來，赤外光線のスペクトル観測

を遊星につ》・て研究してみる・金星につ）・てはλ〉・7500－8900あたりの光波中にCO2

の一罪帯を認めたが，水星につV・ては・同年七月頃の極大離角の時期に槻測を行った

が，太陽スペクトルと何等異ったものを認めなかった由〔P・A・S・P・262〕

　　　　　　　　　　　　二重星‘‘Hu　298，，の軌道要素

　南阿Union天文塁のW・S・Finsen氏はHussey　298と）・ふ二重星の楕園軌道要素

を1900－1931年間の18回の二二から算幽した．〔U・C・88〕

P＝　30．Oy

’r　＝　1927．47

e　講　　　0．238

n＝　12，00

a　＝　　　　0．ク242

L　＝±　52．00

e）　＝　e’7，5

s］・　＝　141．6

A　＝一〇．！一180

B　＝一〇．018

F　：十〇．110

G　＝一〇．189

C　＝ミ＝圭＝0．16エ

｝1　＝rl，　O－102

πL＝士9ユKm／s

xN蔵士5，8

π　＝　0．ク018

m，　＝　1．31×＠

m2　＝　1．26×・（S）

IYI，　（vis）＝：3．8

M2（ク）冨4・0

因に，此の星はα＝23h　27．1mδ＝＋6。32！（19，⑪0），　m譜7．5＿7．7　Sp＝．F5．

　　　　　　　　　　　ポ1ランド國内の重力測定

　大戦後，新興のポーランド國ではCracow大系天文塁Th．　Banachiewicz氏圭唱の下

に國内及びBaltic海洛岸諸國聯合の重力観測を計薄し，まつポ1ランドは1926年か
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ら實行ずることとし，ドイツのAskan三a會杜製の振子4個を使用して，同國西北部の

槻弓を途行し，1930年には一鷹之れを終った・標準．としては，

　　C：’acow天下塁（地震計室，海抜205米）9＝980・0540　cm・sec－2

　　Wa「sOw測　量　局（比較室）　　　　　　　　981．2412　　ク

　　Posnan大學天文塁（重力測定室）　　　　　　981．2647　　ク

を探冒した．測定個所は総計68ケ所，Y。は1901年のHelmertの式か．ら計算してある・

〔T・Olczal《，　Cracow　Reprint　4　ヌ，はBull．　Acad・Polon・dcs　Sc・（1932）〕

　　　　　　　　　　　蝕愛星の目録と豫報（1953年度）

　ポーランド國Cracow大開天文塁は塁長Th・Banachiewicz氏の熱心1（より籔年前

より．州際天文同盟の同意を得てAlgol式の蝕攣星の整理と，極／J・光度の豫報とを分閉

し，同天家塁出版物の一つとして毎年之れを登表してみる・

　今1933年度のものは一月23日入手したが，開）・て見ると，第一部に，300個の攣星

につ）’て詳細な豫報を載せ，第二部には722個の攣星（此の中には嚴密にAlgol種で

な）・ものや，不規則星の一部なども含まれてみる）の目錐が載ってみる．

　爾ほ，此のCracow天辺垂の提唱で，等星観測に，　Julian　Dayを使用せず，むしろ

“NovQ　Aera”新紀元と構して，西暦1800年二月0日からの日鍛を表にして墾げてる

る．しかし之れは未だ他所では殆んど用みてみない・

　　　　　　　　　　　　佐瀬俊介氏の名響

　本紙第139號の第398頁に北米支部長長田政二氏の通信として載せられてある通り・

昨］932年のk彗星は，同年八月8日たOhio州のPeltier氏力喉見したと殆んど同時に，

California州Brawley市に長田氏と同宿の佐瀬俊介（Henry　T・Sase）氏が同月9日午

後11時牛頃に登与したものであり，叉，更i’cIlarvard大學にみるWh三Pple氏も濁立

志見したものなので，三界では此の天膿を“Peltier－Whipple－Sase　Comet　”と呼んで

みる次第であるが，近著報によれば，佐瀬氏はPacific天文學會から彗星登見の名墾

を推賞するためDonehoe賞牌第147號を贈られた由．

　　　　　　　　　　　覗線三度の新しい纏目録

　昨1932年目刀，来國Lick天丈塁∫・H・M・or敏授から新著AGeneral　Catalog．　ue

of　the　Rad｛al　Velocities　of　Stars，　Nebulae　and　Clustersを贈られた．之れはLick　Obs，

Pub］．　XVIIIであって，恒星6739個，ガス星霧132個，星團18個，銀河外星霧90個の

親旧速度を記載し，日限は1932年一月1日現在としてみる．L1ck天丈毫以外のからの

結果も含んでみて，實に聲富な資料であ．る・今まで此の種のものは」・VOute氏の目

錐が二つあっただけであった．
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　　　　　　　　　　　　漸　攣　星　25　個

　蘭國Leiden大二天丈墓の∫・Uitterdijk氏ぱナさきに1924年から1931年までの問，

E．Hertzspru119，　H．　van　Gent爾氏が南阿Union天二三でFranklln・Adamsカメラに

より赤纒11h　51m赤緯一61。30！（1875・0）あたりを撮影した原板申1（25個の新攣星を

登見し，其の攣光曲線の詳細を登表した・25個のうち，21星は蝕攣星，2個は星團攣

星，1個はCepheid星，1個は長週期星であるが，短週期のものは殆んど皆非常に振幅

が小さく，0．2m乃至0・6mぐらゐである．〔B・A・N・240（1932）〕

　　　　　　　　　　　墜光星SZ　eassiopeiae

　此の星の三光は1907年に米國HarvardのLeavitt嬢が二見し，濁國のBeyer氏が

392回の槻測から，週期は．約13壱d，但し週期も振幅（0・2rn－O・7m）も著しく不規則であ

る事を登表し，〔A。N・231，178（1928）〕，次で米町のRobinson氏が

　Max．＝2420718，724十13．d　601666xE　A＝＝10．m87－11．m73　（M－m）／P；＝O．d37

を蛋表した〔H・B・871（1929）〕之れがCepheid攣星」である事は前にGerasimovich氏

〔H・B・847（1928）〕も認めた．近頃，洵國13udapest・Svabhegy天丈塁のL・Duns亡氏は

193工年6月から翌年9月間で二形光度計で10Q夜にわたり，344回観測し，他のPracka

〔A・N・184，59（1919）〕，Baranov〔Engelhart天文塁？Llb・vii（　）〕，　MUndler〔A・N・

209，39（1919）〕，Luizet〔Lyon　Bull・5，「172（　）〕等の観測者と比較研究して，

　］Nlax．＝：：24266－50．190十13．d　60429　x　E　）．v’［＝9，41m　m＝＝9．S6　Avis＝O．m45

　M－ni　4．95　（M－m）／P＝：：e．36

なる結果を得た．〔A，N．5920（1933）〕

　　　　　　　　　　　γCassiopeiaeのスペクkル

　Copenhagen天日壷から出る　L　A．　U．　Cir6ulaire第418號によれば，英國Lockyer

天丈毫長wm・「J・s・Locl｛yer氏はγcassiopeiae星のスペクトルは可な塑著しく攣動

ずると）・ふ・此の星は2・3m級のB型星で，水素やHeHumの輝線を表はしてみる有名

な高濫星であるが，L・ckyer氏の観測によると，水素の各輝線中め短波線と長波線と

が交互に光りを増減するらしく，現に去る1931年の野間は長波線（red　c。mponents）が

短波線（violet　components）よりも少しく明るかったのに，今1933年に入ってから短

波線の方が漸次光輝を増して來た由・

　　　　　　　　　　　　特約の二重星観測

　丁丁∫avaの1・embang旧交毫長∫・Voute氏は以前から二重星襯測者として有名で

あるが，1928年以來，∫avaに据付けられた60cmのZe｛ss製の二重赤道儀により南空

の二重星襯測を行ひ，近頃其の初めての報告を嚢表した．プログラムは南赤緯65。ま

での星を選び，高度30。以上で，子午線に近）・時に観測し7測微器はZeiss　Xで，1929
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年十月以後は幅7－Syの蜘蛛糸の代りに，幅4yの石英糸を用ゐ）接眼玉は　Zeiss

monocentric型で，　倍牽は430，600，860．1200の四種で，．倒立プリズムを用みて

ゐ、る・測微尺の常藪は9・クδ55±0・ク0023である・爾ほ，若干の星は同所の38cm

Bamberg・Schmidt製赤道儀や，　IScm　Merz製赤道儀を以て概測した．　〔Ann．　v・d・

Bosscha－Sternw．　VI，　le　（1932））

　　　　　　　物日監にあるSchwassmann・Wachmann　192511彗星

　｝．927年に濁國Bergedorf天文壷のSchwassmannとWachmann爾氏が窺眞で登見し

た彗星は週期16・3年，離心傘0．14と）・ふ殆んど凹形に近）・軌道を有し，1925年三月に

近日貼を通過した星で，1927年以後毎年見えてみるばかりでなく，遡って1902年來の

窟眞にも屡々見えてみる．此星は來る1941年に再び近日細（蹄來する筈で，今1933年

は蓮日黒占にある．のだが，濁國Bergedorf天文毫長R・Schorr氏や，米國Yerkes天文

董1のVan　Biesbroeck氏が槻測した所によると・

1932年12刀26日

　　　12　27
19：），3　1　3

　　　1　4
　　　1　6
　　　1　20

　　　1　21

　　　1　24

　　　1　26

見えず（17皿以下か？）

17

見えず
17

17

12

13．5m（恒星状）

12

14　　（コiマの直径25つ

SehoTr

Van　B，

S．1iorr

Van　B．

　ク

　ク

Echerr

Van　B．

Schorr

從って’）1月20日頃に急に光度が明るくなったわけである．しかも．遠日黒占附近で此の

事があったとは，珍中の珍である．〔1．A．　U．　Circ．421〕

　　　　　　　　　　　食愛甲：FV　Carinaeの要素

　此の龍骨座FV星はAlden，　Whitworth三川の槻測〔A・　J・42，89（1932）〕もあるが，

其後Princet・nのC・F・」・hnson氏が登表する所によると，光度曲線から得た要素は

首星の憂光範園

俘星の攣光範園（計算）

D
d

k

rb

rf

Lb

（食の時間）

（中心食の時間）

（首星の孕径）

（伶星の一塩）

（首星の光輝）

Lb　／1．f（光輝の比）

Fb　　（首星の密度）

Pf　　（件星の密度）

一様光輝として
2．n18．n）

O．05

0．d401

0．053

0．755

0．241

0．320

0．9，　20r

2工．．6

0．17×＠

0．023　ク

　　邊縁が暗いとして

　　　　　2，m83

　　　　　0．15

　　　　　0．d421

　　　　　0．03・　2

　　　　　0．850

　　　　　0．269

　　　　　0．316

　　　　　0．9，20r

　　　　IZI
　　　　　O．12×＠

　　　　　0．024　ク

〔A・J・42，127（工933）〕
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　　　　　　　　　南阿YALE大当夫女蔓出張所の幌差報告

　W・0，Connell氏はYale用聞所で罵眞襯測による恒星親差の第8報を〔A・　J．42．125

－126（1933）〕に登表した．星駁は48（第306星から第353星まで），累差の公算雫均誤

差は士0！0074である．

　因に，ゑかけ座新星（Nova　I〕ictoris　1925）の相樹親差は十〇！ノOOIとなってみる．

　　　　　　　　　　　1955年度の月の位置修正値
　E．W，　Brown，　D・Brouwer雨雪の撃茎によれば，今193＄年中の掩蔽を計算するため

（詳しくは1932年十二刀27日の新月から）刀の丁字黄経には十5”を加へるのが頁い・

（昨1932年申は＋6”であった）旧れは要するFC赤経へ152△Ct，赤緯へ152△δ（但し△α

や△δは毎分時中の月の赤経赤緯の出動）を加へること，うζは，刀の推算表に0・hOO253

を加へることである・〔A．∫・42，ユ25（1933）〕

　　　　　　　　　　　　8桁の精強余弦の表
米國Cincinnati天文墓のP：Hergct氏は毎1。の正弦や余弦の表を8桁まで與へられ

てるる場合，；其の他の角度に相肩する値を，計算器械で算出する方式を〔A・∫・42，123

（1933）〕に登i表…した・自口ち

　　　sil）θ＝（n・＋Pm）sinei＋（n＋P・）sine　i＋ユ

ヌ，逆籔は

但し eiく　e．く　Oi＋I

e一　ei　＝n

m　＝：　1－n

陪一
ｬ．m（tO．一）　P・・　’＝同e・・c

　　　　　　　S－sin　6　　　　　　　　　　　gx57，29578sin－1　s　t＝　e．　十

　　　　　　　　cQ曲。

　　　　　　　　　　　　Martinの璽i光星114640

　此の星は1900年に〔B．A，　N，232（1900）〕に登表されたもので，其後O，Comellの

軍職もあり，位置は

　　　　　α；11h46．m8　δ＝：一400　44ノ　（1900・0）

である．昨1932年五月巨細，南阿Yale出張所のH・1・．　Alden氏の襯測によれば，週

期はO．d　0800054，三光三園は13，4－14．2のCepheid型である．〔A・」・42，122（1933＞〕

　　　　　　　　　　　　　攣ii懸　星　VV．Puppis

　此の號座VV星は1930年オランダのVan　Gentが襲配した星で，其の後Maya11も槻

測し，最近には南阿．のYale出張所のH・L・Aldenも193L32年中の観測を登表し

た・此等の要項は

　観測者　　　　期　　　間　　　週．期　攣光範園　　　出　版　物
　Van　Gent　11928／10／4－1930／5／20i　O．069，　746　1　14－15　1［IA．　J．　41，89（1930））

　Mayall　］19／／　1／2／18－1931／4／lilO．06974683114．5－15，75［（A，　S．　1’．　（1931Aug．）304）

　H．L．　Alden　1931／3／6－1932／4／13小鯛i則す制動す〔A．∫・42，121（1933）〕

Aldenに擦れば位相は週期の］O％位，極小光度は13・9－1・43位攣る・


